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古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
四
年
十
一
月
) 

 
 

 
 

 
 

 

土
屋 

博 

 

一
「
山
陽
先
生 
真
蹟
詩
帖
」 

(
沈
香
書
閣
蔵
、
明
治
十
一
年
初
版
、
廿
七
丁
) 

古
書
價
格
二
千
八
百
圓
也
。
和
綴
。
賴
山
陽
(
一
七
八
一
年
生
れ
、
一
八
三
二
年
歿
)
の
筆
使
ひ
、
朱
印

を
見
事
に
再
現
す
。
當
時
の
我
が
國
の
印
刷
技
術
の
高
さ
を
證
明
す
る
、
永
く
愛
蔵
す
べ
き
小
冊
子
と
覚

ゆ
。
三
度
目
の
購
入
な
れ
ど
、
旣
所
有
の
も
の
(
十
一
年
再
販
及
び
十
二
年
版
)
に
比
し
て
保
存
狀
態
遙

か
に
良
し
。 

 

二
「
國
史
紀
要 

卷
中
、
卷
下
」
東
京
府
平
民
岡
本
監
輔
編 

(
出
版
者
岐
阜
縣
平
民
三
浦
源
助
、
成
美
堂
支
店
、
發
賣
所
代
理
店
石
井
鉤
三
郞
、
明
治
二
十
一
年
三

版
) 

古
書
價
格
各
二
百
圓
也
。
從
明
治
二
十
年
二
月
十
六
日
至
明
治
二
十
五
年
二
月
十
五
日
文
部
省
檢
定
濟
小

學
校
敎
科
用
書
と
あ
り
。
編
者
岡
本
監
輔
(
一
八
三
九
年
生
れ
、
一
九
〇
四
年
歿
)
は
、
阿
波
出
身
の
北

海
道
開
拓
判
官
、
東
大
豫
備
門
御
用
掛
、
一
高
講
師
、
臺
灣
總
督
府
國
語
學
科
敎
授
。
卷
中
の
見
出
し

は
、
諸
源
滅
平
氏
、
源
氏
開
覇
府
、
北
條
滅
源
氏
、
承
久
之
變
、
陪
臣
專
權
、
元
寇
之
變
、
後
醍
醐
平
鎌

倉
、
尊
氏
之
反
、
後
醍
醐
幸
吉
野
、
室
町
執
權
、
武
臣
割
據
、
信
⾧
鎭
京
畿
、
秀
吉
制
服
群
雄
、
秀
吉
征

朝
鮮
、
關
原
之
戰
。
卷
下
の
見
出
し
は
、
家
康
定
覇
業
、
島
原
之
亂
、
上
下
恬
熙

て
ん
き

(
や
は
ら
ぐ
)、
洌
藩

紀
事
、
外
交
訂
盟
、
大
政
維
新
、
西
南
之
亂
、
征
討
臺
灣
、
朝
鮮
之
變
。
小
學
生
向
け
に
も
拘
ら
ず
文
語

文
の
格
調
高
く
、
知
的
刺
激
に
富
む
。
鎌
倉
殿
あ
た
り
の
表
現
ぶ
り
、
以
下
の
如
し
。「
賴
家
疾
む
。
政

子
時
政
と
議
し
關
西
三
十
八
國
の
地
頭
を
割
て
千
幡
に
豫 あ

た

へ
關
東
二
十
八
國
の
地
頭
及
總
追
捕
使
を
一
幡

に
傳
ん
と
す
。
賴
家
之
を
聞
き
外
舅
比
企
能
員
と
謀
り
時
政
を
滅
さ
ん
と
す
。
時
政
能
員
一
幡
を
殺
し
賴

家
を
伊
豆
修
善
寺
に
幽
し
千
幡
を
立
つ
。
是
を
朝
と
爲
す
。」
云
々
と
。 

 

三
「
に
ほ
ん
れ
き
し
敎
科
書 

中
卷
、
下
卷
」
文
學
博
士
重
野
安
繹
、
星
野
恒
校
閲
、
文
學
士
高
津
鍬
三

郞
、
三
上
參
次
、
磯
田
良
編
纂 

(
大
日
本
圖
書
、
明
治
二
十
七
年
刊
、
八
六
＋
九
七
丁
、
定
價
金
參
拾
錢
) 

古
書
價
格
各
五
百
圓
也
。「
に
ほ
ん
れ
き
し
敎
科
書
」
は
、
明
治
二
十
六
年
に
米
國
シ
カ
ゴ
に
て
コ
ロ
ン

ブ
ス
世
界
博
覽
會
の
開
催
に
合
せ
文
部
省
の
用
意
し
た
る
英
文
日
本
歷
史
の
元
を
な
す
も
の
に
し
て
、
中

學
用
敎
科
書
と
し
て
手
を
加
へ
た
る
も
の
な
り
。
三
上
參
次
(
一
八
六
五
年
生
れ
、
一
九
三
九
年
歿
)
は

後
に
東
京
帝
大
敎
授
。
高
津
も
後
に
帝
大
助
敎
授
に
。
磯
田
は
後
に
東
京
講
師
敎
授
に
。
中
卷
の
目
次
を
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見
る
に
、
第
二
編
武
家
政
權
を
私
せ
し
時
代
、
と
あ
り
て
、
第
一
章
鎌
倉
幕
府
時
代
、
第
二
章
建
武
中
興

よ
り
南
北
朝
の
終
り
に
至
る
、
第
三
章
室
町
幕
府
時
代
、
第
四
章
織
田
豐
臣
時
代
。
源
朝
の
く
だ
り
よ

り
、「
千
幡
將
軍
の
職
を
繼
げ
り
、
是
を
朝
と
す
、
時
に
年
十
歲
、
時
政
の
家
に
養
は
れ
き
。
元
久
元
年

畠
山
重
忠
の
子
重
保
等
朝
の
妻
を
迎
へ
ん
が
爲
に
上
洛
せ
り
。
重
保
等
一
日
京
都
の
守
護
平
賀
朝
雅
の
家

に
招
か
れ
宴
席
に
於
て
大
に
朝
雅
を
罵
り
き
。
重
忠
朝
雅
共
に
時
政
の
女
婿
な
れ
ど
も
朝
雅
は
時
政
の
後

妻
牧
氏
の
女
を
娶
れ
る
を
以
て
時
政
は
朝
雅
を
愛
し
や
ゝ
重
忠
を
疎
ん
じ
た
り
。」
云
々
。
ま
た
、
下
卷

の
目
次
を
見
る
に
、
第
五
章
江
戸
幕
府
時
代
、
第
三
編
帝
政
復
古
及
び
立
憲
政
體
の
時
代
、
と
あ
り
。
日

淸
戰
爭
以
前
ま
で
の
歷
史
描
か
る
。 

 

四
「
維
新
三
傑
」
北
村
紫
山
著 

(
博
文
館
、
明
治
廿
九
年
八
版
、
一
七
六
頁
、
定
價
金
拾
二
錢
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
初
版
は
明
治
廿
四
年
。
南
洲
に
つ
い
て
は
「
一
箇
の
木
強
漢
な
り
。
赤
手
單
刀
維
新

の
風
雲
を
捲
き
、
掀
天
翻
地
の
畧
を
運
ら
し
搏
虎
屠
龍
の
手
腕
を
弄
し
た
る
は
此
の
木
強
漢
な
り
」
と
。

「
木
強
」
と
は
、
き
す
ぐ
、
武
骨
な
る
こ
と
。
大
久
保
に
つ
い
て
は
、「
氣
象
沈
毅
風
骨
巍
然
、
一
斷
一

決
石
を
裂
き
、
鐵
を
截 た

ち
天
下
の
責
を
一
身
に
負
て
避
け
ず
隻
手
國
家
の
重
き
に
任
じ
て
疑
は
ざ
る
も
の

は
、
明
治
政
府
一
甲
東
あ
る
の
み
」
と
。
木
戶
に
つ
い
て
は
、「
文
は
以
て
國
を
經
し
民
に
利
す
る
に
足

る
。
智
は
以
て
亂
を
排
し
紛
を
解
く
に
足
る
。
而
し
て
思
慮
周
緻
、
小
處
も
滲
漏
せ
ず
、
才
機
練
達
大
事

も
糊
塗
せ
ざ
る
は
、
是
れ
松
菊
獨
壇
の
能
な
り
」
と
。
明
治
期
の
少
年
向
け
文
章
は
、
文
語
的
表
現
の
寶

庫
な
り
。 

 

五
「
新
編
紫
史 

一
名
通
俗
源
氏
物
語 

卷
一
よ
り
卷
十
ま
で 

全
十
冊
」
本
居
豐
穎
閲
、
增
田
于
信
譯 

(
誠
之
堂
、
明
治
三
十
七
年
刊
、
全
部
正
價
金
六
圓
) 

古
書
價
格
全
卷
揃
ひ
千
百
圓
の
掘
り
出
し
物
な
り
。
二
冊
の
端
本
の
み
所
有
せ
し
處
、
幸
ひ
に
も
全
卷
揃

ひ
を
東
京
愛
書
會
に
て
見
附
け
た
れ
ば
直
ち
に
購
入
す
。
增
田
于
信
(
文
久
二
年
生
れ
)
は
、
國
文
學

者
。(
七
つ
の
子
、
十
五
夜
お
月
さ
ん
の
作
曲
家
本
居
⾧
世
の
父
。)
凡
例
に
よ
ら
ば
、「
こ
の
書
の
主

意
、
源
氏
物
語
を
し
て
廣
く
世
人
に
讀
得
さ
し
む
る
に
あ
り
。
故
に
古
文
を
通
譯
し
て
今
文
と
な
す
。
さ

れ
ど
原
書
の
事
文
意
な
ど
は
寸
毫
も
增
損
せ
ず
。」
と
。
桐
壺
の
冒
頭
は
、「
何
の
帝
の
御
時
に
か
あ
り
け

ん
、
女
御
更
衣
ど
も
數
多
伺
候
ひ
け
る
中
に
い
と
尊
き
身
分
に
は
あ
ら
ね
ど
人
よ
り
勝
れ
て
時
め
き
し
一

人
の
更
衣
あ
り
」
と
云
ふ
具
合
。 

 

六
「
新
註
評
釋 

小
學
大
全
」
棚
橋
絢
子
評
釋 
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(
大
正
書
院
、
大
正
二
年
刊
、
正
價
金
八
拾
五
錢
、
二
七
一
頁
) 

古
書
價
格
七
百
圓
也
。
棚
橋
絢
子
(
一
八
三
九
年
生
れ
、
一
九
三
九
年
百
一
歲
に
て
歿
)
は
、
大
坂
の
酒

造
業
者
の
⾧
女
、
十
九
歲
に
て
盲
目
の
漢
學
者
棚
橋
松
村
と
結
婚
。
明
治
元
年
尾
張
に
私
塾
を
開
き
、
そ

の
後
東
京
高
等
女
學
校
⾧
・
東
京
技
藝
學
校
⾧
。
緖
言
に
曰
く
、「
小
學
は
宋
の
朱
晦
庵
の
簒
輯
す
る
所

な
り
。
其
序
に
曰
く
、
小
學
に
し
て
人
に
敎
ふ
る
に
灑 さ

い

掃
應
對
進
退
の
節
、
親
を
愛
し
⾧
を
敬
ひ
師
を
隆

び
友
に
親
む
の
道
を
以
て
す
。
皆
修
身
齋
家
治
國
平
天
下
の
本
た
る
所
以
に
し
て
必
ず
其
を
し
て
之
を
幼

稚
の
時
に
講
習
せ
し
め
、
其
習
、
智
と
⾧
じ
化
と
な
り
て
扞
格

か
ん
か
く

(
ふ
せ
ぎ
は
ば
む
)
勝
へ
ざ
る
の
患
な
か

ら
し
め
ん
と
欲
す
」
と
。 

 

七
「
先
哲
遺
言
」
信
濃
敎
育
會
編 

(
信
濃
毎
日
新
聞
、
昭
和
五
年
刊
、
定
價
金
五
拾
五
錢
、
二
二
八
頁
) 

古
書
價
格
百
圓
也
。
冒
頭
に
揭
げ
ら
れ
た
る
は
五
箇
條
の
御
誓
文
、「
廣
く
會
議
を
興
し
萬
機
公
論
に
決

す
べ
し
」。
次
い
で
杉
浦
重
剛
「
倫
理
書
」、
橋
本
左
内
「
啓
發
錄
」、
吉
田
松
陰
「
士
規
七
則
」、
山
鹿
素

行
「
配
所
殘
筆
」、
更
に
「
日
暮
硯
」、「
南
洲
翁
遺
訓
」、
佐
藤
一
齋
「
言
志
錄
鈔
」、
蕃
山
「
壁
書
」
と

續
く
。
當
時
の
敎 

育
者
の
真
摯
な
る
姿
勢
、
價
値
觀
の
一
端
を
ば
窺
ふ
こ
と
を
得
。 

 

八
「
生
徒
文
集
」(
自
昭
和
十
二
年
卒
業
生
至
昭
和
十
八
年
卒
業
生
) 

(
陸
軍
豫
科
士
官
學
校
、
昭
和
十
九
年
刊
) 

古
書
價
格
千
百
圓
也
。
た
と
へ
ば
、
萩
原
兼
則
(
昭
和
十
二
年
卒
業
生
)
の
作
文
、「
卒
業
式
に
列
し

て
」
を
讀
む
に
、「
去
る
六
月
二
十
九
日
、
畏
く
も 

天
皇
陛
下 

御
觀
臨
の
下
に
本
科
第
四
十
八
期
生

卒
業
式
擧
行
せ
ら
れ
、
我
等
豫
科
生
徒
隊
は
、
特
に
玉
座
近
く
に
在
り
て
、
此
の
盛
儀
を
拜
觀
す
る
の
光

榮
に
浴
し
た
り
」
云
々
と
あ
り
、
天
皇
も
陸
士
の
行
事
を
大
事
に
せ
ら
れ
た
る
こ
と
改
め
て
感
ず
。
中
島

勉
(
昭
和
十
七
年
七
月
卒
業
生
)
の
作
文
、「
對
米
英
開
戰
に
當
り
て
」
に
は
、「
思
ふ
に
、
日
米
會
談
は

旣
に
數
箇
月
の
久
し
き
に
亙
り
、
我
が
事
理
を
盡
く
せ
る
提
案
に
對
し
て
彼
は
更
に
誠
意
を
示
さ
ず
、
其

の
態
度
に
憤
慨
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
。
皇
國
の
此
の
擧
に
出
で
た
る
、
誠
に
宜
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
我

は
今
日
ま
で
皇
國
の
起
つ
べ
き
時
を
今
か
今
か
と
期
待
し
、
寧
ろ
も
ど
か
し
き
感
無
き
に
あ
ら
ざ
り
し

も
、
飜
つ
て
思
へ
ば
戰
は
我
が
好
む
所
に
あ
ら
ず
。
爲
し
得
る
限
り
、
平
和
の
裡
に
事
を
解
決
せ
ん
と

す
。
兵
を
用
ふ
る
は
愈
々
最
後
の
手
段
な
り
。
さ
れ
ば
事
此
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
平

和
解
決
に
努
力
せ
し
な
り
。
然
る
に
米
國
の
固
陋
頑
迷
な
る
、
我
が
意
を
了
解
せ
ず
、
我
が
慇
懃
を
以
て

却
つ
て
我
を
侮
り
、
更
に
不
遜
な
る
態
度
に
出
づ
。
斯
く
て
は
我
が
努
力
も
到
底
其
の
效
な
し
。
茲
に
謙

讓
の
溫
言
は
、
膺
懲
の
刃
と
な
り
て
下
り
ぬ
」
と
あ
り
、
文
語
表
現
力
の
高
さ
を
改
め
て
感
ぜ
し
む
。 



4 

 

 

九
「
源
氏
物
語
湖
月
抄 

上
中
下
」 

(
講
談
社
學
術
文
庫
、
昭
和
六
十
二
年
三
刷
、
定
價
各
二
千
圓
、
首
卷
二
三
四
頁
、
桐
壺
よ
り
明
石
ま
で

六
九
〇
頁
、
澪
標
よ
り
柏
木
ま
で
九
九
七
頁
、
橫
笛
よ
り
夢
浮
橋
ま
で
一
〇
三
八
頁
) 

古
書
價
格
五
千
圓
也
。
秋
山
虔
東
大
敎
授
に
よ
ら
ば
、
本
書
は
「
源
氏
味
讀
の
た
め
の
理
想
的
注
釋
書
」

な
り
。
主
語
補
は
れ
、
參
考
書
と
し
て
最
適
な
る
も
の
と
言
ふ
べ
し
。
與
謝
野
晶
子
も
こ
れ
を
基
に
現
代

語
譯
作
業
を
し
た
り
と
ぞ
。
い
は
ば
バ
イ
ブ
ル
の
如
き
も
の
。
惜
し
む
ら
く
は
、
縮
刷
版
の
た
め
、
字
の

小
さ
き
こ
と
、
老
人
に
は
や
や
辛
き
面
あ
り
。
北
村
季
吟
(
一
六
二
五
年
生
れ
、
一
七
〇
五
年
歿
)
は
江

戶
時
代
前
期
の
歌
人
。
門
人
に
松
尾
芭
蕉
あ
り
。 

 

十
「
十
帖
源
氏 

上
下
」
野
々
口
立
圃
自
筆
版
下
本
複
製 

(
古
典
文
庫
、
平
成
元
年
刊
、
非
賣
品
、
四
一
四
＋
四
九
四
頁
) 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。「
十
帖
源
氏
」
は
一
六
六
一
年
に
成
立
し
た
る
源
氏
物
語
の
繪
入
り
梗
槪
書
な

り
。
俳
人
野
々
口
立
圃

り
ふ
ほ

(
一
五
九
五
年
京
都
生
れ
、
一
六
六
九
年
歿
)
の
平
易
に
俗
譯
し
た
る
繪
入
り
本

に
て
、
立
圃
自
身
に
よ
る
挿
繪
添
へ
ら
る
。 

 

十
一
「
近
代
日
本
語
と
文
語
文 

今
な
お
息
づ
く
美
し
い
こ
と
ば
」
三
浦
勝
也
著 

(
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
六
年
刊
、
定
價
二
千
五
百
圓
＋
税
、
本
文
二
六
五
頁
) 

古
書
價
格
千
四
百
圓
也
。
著
者
は
昭
和
二
十
年
生
れ
、
早
稻
田
大
學
文
學
部
卒
、
都
立
工
業
高
等
專
門
學

校
名
譽
敎
授
。
明
治
四
十
年
頃
「
文
章
世
界
」
の
行
ひ
た
る
「
文
界
十
傑
」
と
い
ふ
文
筆
家
人
氣
投
票
に

よ
ら
ば
、
一
位
德
富
蘇
峰
(
一
八
六
三
年
生
れ
、
一
九
五
七
年
歿
)、
二
位
三
宅
雪
嶺
(
一
八
六
〇
年
生

れ
、
一
九
四
五
年
歿
)
な
り
し
由
。
兩
氏
著
作
の
古
書
蒐
集
に
永
年
盡
力
し
た
る
小
生
と
し
て
み
れ
ば
、

合
點
の
ゆ
く
處
な
り
。 

(
令
和
四
年
一
月
八
日
受
附
) 

 


